
学校力向上 

居心地のよい環境づくり 

   考える子 明るい子 強い子 働く子    ● 校訓 (より正しく・より豊かに・よりたくましく)     学校だより ★ 

 

                                       帯広市立帯広小学校 

                                       Obihiro  Obihiro  

                                          Elementary School 

                                        平成29年９月12日 

ＮＯ１４ 

№ 

「教育の成果を子どもの姿で示し 家庭・地域との信頼ときずなをさらに深める」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 帯広市では，長期休業明けが特に配慮が必要というこ

とで，８月下旬～９月上旬を「いじめ防止強化月間」と

取り立てて位置付けていました。いじめの防止は，本来

時期に関係なく，私たち教育関係者は常に意識しておか

なければならないことです。私も「いじめ・いじ悪，絶

対ダメ」と集会の毎に子どもたちに直接話しています。 

帯小児童会事務局では，子どもたちの側からの取組と

して，「チクチク言葉をなくそうキャンペーン」を行って

きていました。１年生を対象にアンケートを取り，友達

に言われてうれしかった言葉のランキングを行い，校内

放送でお知らせするとともに写真のように子どもたちが

考えたキャンペーンキャラクター（児童玄関ホール）と

ともに発表し，広く全校によびかけています。 

言われて心が痛むようなチクチク言葉や逆にうれしいフ 

児童玄関ホールに飾られたキャンペーンキャラクター 
      フワ（左）と チク（右） 
言葉は相手の心の栄養になったり，心を傷つけたりもします。 

８月 29 日（火） 
 ワフワ言葉は，学年に関係なく共通のものです。全校児童が意識して

生活できることが，学校や学級が「居心地のよい場所」になるための

条件です。いじめ防止の一側面ではありますが，言語環境を整えるこ

とは忘れがちであり，大切なことでもあります。 

 

さて，言葉遣いと言えば，時と場をわきまえ，相手のことを考えた

話し方や，自分の考えをわかりやすく伝える力が，帯小の子どもたち

も十分ではないことが話題になることがあります。時折，職員室を訪

ねて来る子どもたちが，単語のみで用件を伝えようとして，対応した

職員にあえて聞き返されることもしばしばです。最近の学習で「言語

活動」が大切にされているのは，友達や周囲の人との交流の時間をも

うけたり，学習の成果をわかりやすく発表したりすることで伝える力

をつけるためでもあります。 

 日常の子どもたちだけの清掃では時間や手が足りずに行き届かない

のがガラス清掃です。７日（木）は，ＰＴＡガラス清掃でした。参加い

ただいたお母さん方 32 名と３年生以上の子どもたち，職員との協働作

業となり，おかげで長い間ほこりにまみれていたガラスがきれいになり

ました。廊下や教室が明るくなった感じがします。子どもたちが居心地

よく学校生活を送るために，貴重な力をお貸しいただきましたみなさん

に感謝申し上げます。ご協力ありがとうございました。 
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階段踊り場掲示板の１年生のひまわり 
元気なひまわりが咲いていました。 

８日（金） 

新しい鉄棒が設置されました。 
使いやすくなり，早速体育の授業や休
み時間に使用しています。4日（月） 

８月 29 日（火） 
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 ６日（水）から８日（金），３日間のなかよしタイムに「のぞみ

バザール」が行われました。これは，のぞみ学級の生活単元学習

の一環の活動です。当日は「のぞみんのうた」が流れ，イメージ

キャラクターが参加者を迎えるという楽しい雰囲気を作って待っ

ていてくれました。２学年ずつ事前配付の引換券をもって訪れ，

のぞみ学級の子どもたちが自作した「ぶんぶんごま」をもらった

あと，くじ引きで運試しを楽しみました。 

 学級がめざす「共に学ぶ姿勢づくり」や「友達や地域社会の人

たちとの関係性の創造」をねらいとした活動です。 

トウモロコシ 
 

大豆（枝豆） 
 

キャラクターとハグ 
      7 日（木） 

 ノーマライゼーションは，障害の

ない人が障害のある人を特別視する

のではなく，障害のある人でも普通

の生活を送れる環境を整えて，共に

協力しながら生活していくことを目

指しています。 

 ８日（金）は，６年生が，目の不

自由な人が普通の生活を送るための

支援をする「盲導犬」の役割や様々

な配慮事項について体験的に学びま

した。 

 アイマスク体験などはすでに経験

済みですが，盲導犬が目の前に来る

のは初めてのこと。子どもたちにと

ってより身近なものになったに違い

ありません。盲導犬を連れて歩く目

の不自由な方への接し方や盲導犬へ

の配慮などを通して，みんなが共生

することの大切さを体験的に学ぶこ

とができた貴重な時間となりまし

た。 
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